





高・養・栄〕」（平成 30 年度春学期、金曜日 5 限実施。以下、「本授業」とする。）の授業概要や内容の
一部を報告する。















教職課程コアカリキュラムの在り方に関する検討会編 「教職課程コアカリキュラム」、 平成 29 年 11 月 17 日、 22 頁より作成 （http://www.mext.






















































はないが、「道徳科」において、考え、議論し、多様な価値観を意識した授業展開に関する記事（4 月 13 日・
20 日）、教員養成課程における英語指導法、小学校における英語教育に関する記事（5 月 25 日・6 月 22 日）
など、学習指導要領の改訂に伴う教育方法の変化を提示した。また、『高等学校学習指導要領解説』が公


















受講者は、教育学部教育学科学校教育・保育専攻の 45 名、同養護教諭専攻の 66 名、人文学部人文学
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